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唆された。一方、分子機能解析からは Tt-dNTPase は非天然 dNTP を含む様々な dNTP を分解するが、dNDP、dNMP
は分解しない結果が得られた。これらのことから、活性部位における基質認識には三リン酸の認識が重要であること
【68】
― 367 ― 
が明らかになった。 
 次に、複数の dNTP 存在下での活性化機構に対する知見を得るために、X 線小角散乱法を用いて、dNTP、マグネ
シウム存在下での Tt-dNTPase の構造変化の有無について調べた。溶液中での分子の平均的な回転半径を表す慣性半
径は、Mg2＋ 存在下、Mg2＋/dNTP 共存下で有意に大きい値を示した。一方で、dNTP 存在下では変化が見られなか
った。また、Mg2＋存在下と Mg2＋/dNTP 共存下の値を比較すると、後者の方が小さい値を示した。これらのことから、
Tt-dNTPase は Mg2＋ の結合により広がった構造を形成し、この場合にのみ、dNTP によるさらなる構造変化が誘導
されることが示唆された。以上の結果と、更なる速度論的解析のデータとをあわせて、dNTP 制御機構と構造変化と
の関係を考察し、立体構造に基づいた dNTP 多段階認識モデルを提案した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 高度好熱菌由来 dNTP トリホスホヒドロラーゼ（Tt-dNTPase）は機能未知タンパク質であったが、分子機能解析
の結果、DNA 合成に必要な dNTP をデオキシリボヌクレオシドと無機三リン酸とに加水分解するタンパク質である
ことを明らかにした。さらに、Tt-dNTPase の X 線結晶構造解析を行い、立体構造にもとづいた分子機能の解析を可
能にした。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
